
令和７年８月６日

第２回箱根町観光まちづくり財源検討会議

　調査時点：令和７年６月末

　そ の 他：「検討済・検討中」の73団体は、進捗状況についても調査したもの。

【総括表】

団体数

ニセコ町（R6.11）、常滑市（R7.1）、熱海市（R7.4）

南房総市、松本市、軽井沢町、伊勢市、志摩市、宮崎市、

固定資産税超過課税 1
※他団体の導入・検討状況は、各団体ホームページでの公表資料、報道情報等をもとに町独自に作成したもの。

その他
法定外税 6

京都市：非居住住宅利用促進税（導入目標R8年度・R4.3条例可決・R5.3総務省同意）

廿日市市：宮島訪問税（R5.10導入）

竹富町：訪問税（R7.6条例案可決。R8導入予定）

佐渡市：（仮称）入島税（R7.3報告書で結論。導入時期未定）

高野町：（仮称）入山税（R10導入に向けて制度検討中）

高松市：検討委員会で固定資産税超過課税の導入を提言・R3.9議会一般質問でコロナで導入見送り

美瑛町：駐車場利用税（R7.6条例案可決。導入時期未定）

入湯税 超過課税
(R1以降導入)

9

登別市・長門市(R2.4)、壮瞥町・洞爺湖町(R2.6)、伊達市(R2.10)、

東川町（R3.1）、由布市（R6.10）、釧路市（R7.4）、伊東市（R7.10）

那須塩原市(R2.12～R3.9：PCR検査費用に充当）※団体数未カウント

検討開始予定 9
山形市、富士吉田市、富士河口湖町、出雲市、岡山市、倉敷市、

香川県、雲仙市、鹿児島市

検討後
導入見送り

1
神奈川県(H29)

※R5.9議会一般質問にて観光財源に関する調査・研究の実施と回答

検討済
（委員会等検討済）

19

北海道、千歳市、稚内市、秋田市、千葉県、浦安市、成田市、

指宿市、奄美市、与論町、沖縄県、北谷町、石垣市

検討中 24

北広島市、苫小牧市、洞爺湖町、盛岡市、千葉市、鴨川市、

木更津市、館山市、鋸南町、湯沢町、三重県、宮津市、和歌山県、

土庄町、小豆島町、琴平町、別府市、長崎県、佐世保市、大分県、

与論町、恩納村、本部町、宮古島市

参考資料 ２

他団体の宿泊税等の導入・検討状況について

　観光客に対して負担を求める手法のうち、宿泊税等の他団体の導入・検討状況を調査した結
果は、次のとおりである。

区　　　分 団　　　体　　　名

検討済
（条例案議決済）

18

旭川市、帯広市、函館市、富良野市、新得町、音更町、美瑛町、

占冠村、留寿都村、弘前市、那須町、湯河原町、長野県、白馬村、

宿泊税

導入済 12

東京都(H14.10)、大阪府(H29.1)、京都市(H30.10)、金沢市(H31.4)、

倶知安町(R1.11)、福岡県・福岡市・北九州市(R2.4)、長崎市(R5.4)、

阿智村、岐阜市、鳥羽市、熊本市

検討済
（総務省同意済）
※導入時期は予

定

12

赤井川村（R7.11）、高山市・下呂市（R7.10）、松江市（R7.12）、

宮城県・仙台市（R8.1）、広島県（R8.4）、

札幌市・小樽市・釧路市・北見市・網走市（R8.4）

－1－



【別紙】宿泊税先行団体の制度内容等一覧 令和7年6月30日現在
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

東京都 大阪府 京都市 金沢市 倶知安町 福岡県 福岡市 北九州市 長崎市 ニセコ町 常滑市 熱海市

平成14年10月1日 平成29年1月1日 平成30年10月1日 平成31年4月1日 令和元年11月1日 令和2年4月1日 令和2年4月1日 令和2年4月1日 令和5年4月1日 令和6年11月1日 令和7年1月6日 令和7年4月1日

○（旅館・ホテル） ○(旅館・ホテル・簡易宿所) ○(旅館・ホテル・簡易宿所) ○(旅館・ホテル・簡易宿所) ○(旅館・ホテル・簡易宿所) ○(旅館・ホテル・簡易宿所) ○(旅館・ホテル・簡易宿所) ○(旅館・ホテル・簡易宿所) ○(旅館・ホテル・簡易宿所) ○(旅館・ホテル・簡易宿所) ○(旅館・ホテル・簡易宿所) ○(旅館・ホテル・簡易宿所)

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

× ○ × × × ○ × ○ × × × ×

上記施設への宿泊数 上記施設への宿泊数 上記施設への宿泊数 上記施設への宿泊数 上記施設への宿泊料金 上記施設への宿泊数 上記施設への宿泊数 上記施設への宿泊数 上記施設への宿泊数 上記施設への宿泊数 上記施設への宿泊数 上記施設への宿泊数

上記施設への宿泊者 上記施設への宿泊者 上記施設への宿泊者 上記施設への宿泊者 上記施設への宿泊者 上記施設への宿泊者 上記施設への宿泊者 上記施設への宿泊者 上記施設への宿泊者 上記施設への宿泊者 上記施設への宿泊者 上記施設への宿泊者

特別徴収 特別徴収 特別徴収 特別徴収 特別徴収 特別徴収 特別徴収 特別徴収 特別徴収 特別徴収 特別徴収 特別徴収

－ － 200円 － － 200円 150円(50円) 150円(50円) 100円 ※100円 200円 200円
－ － 200円 200円 ※５千円の場合 100円 200円 150円(50円) 150円(50円) 100円 ※200円 200円 200円
－ － 200円 200円 － 200円 150円(50円) 150円(50円) 100円 200円 200円 200円
－ 100円 200円 200円 － 200円 150円(50円) 150円(50円) 100円 200円 200円 200円

－ 100円 200円 200円 － 200円 150円(50円) 150円(50円) 100円 200円 200円 200円

100円 100円 200円 200円 ※１万円の場合 200円 200円 150円(50円) 150円(50円) 200円 200円 200円 200円

200円 200円 200円 200円 － 200円 150円(50円) 150円(50円) 200円 200円 200円 200円

200円 300円 500円 500円 ※２万円の場合 400円 200円 450円(50円) 150円(50円) 500円 500円 200円 200円

200円 300円 500円 500円 － 200円 450円(50円) 150円(50円) 500円 500円 200円 200円

200円 300円 1,000円 500円 ※５万円の場合 1,000円 200円 450円(50円) 150円(50円) 500円 1,000円 200円 200円

200円 300円 1,000円 500円 － 200円 450円(50円) 150円(50円) 500円 2,000円 200円 200円

－ － － 宿泊料金の２％ 福岡市・北九州市は50円 (50円)は福岡県分 (50円)は福岡県分 － ※当分の間5,001円未満は100円 － －

1万円未満 7千円未満 なし 5千円未満 なし なし なし なし なし なし なし なし

－ ○（保育所等含む） ○ － ○ － － － ○（保育所等含む） ○ － ○

－ － － － 職場体験 － － － 部活動等大会 町長が認める者 － 12歳未満

条例施行後５年毎 条例施行後５年毎 条例施行後５年毎 条例施行後５年毎 条例施行後５年毎 条例施行後３年、その後５年毎 条例施行後３年、その後５年毎 条例施行後３年、その後５年毎 条例施行後３年毎 条例施行後５年毎 条例施行後３年、その後５年毎 条例施行後５年毎

－ R1.6～免税点引下げ R8.3～税率見直し予定 R6.10～免税点新設 R8.4～税率見直し予定 － － － － － － －

－ R7.9～税率・免税点見直し － － － － － － － － － －

国際都市東京の魅力
を高めるとともに、観光
の振興を図る施策に要
する費用に充てるた
め。

大阪が世界有数の国
際都市として発展して
いくことを目指し、都市
の魅力を高めるととも
に観光の振興を図る施
策に要する費用に充て
るため。

国際文化観光都市とし
ての魅力を高め、及び
観光の振興に要する
費用に充てるため。

金沢の歴史、伝統、文
化など固有の魅力を高
めるとともに、市民生活
と調和した持続可能な
観光の振興を図る施策
に要する費用に充てる
ため。

世界に誇れるリゾート
地として発展していくこ
とを目指し、地域の魅
力を高めるとともに、観
光の振興を図る施策に
要する費用に充てるた
め。

福岡県の観光資源の
魅力向上、旅行者の
受入環境の充実その
他の観光の振興を図る
施策に要する費用に
充てるため。

福岡市観光振興条例
に規定する観光産業の
振興、受入環境の整
備、観光資源の魅力の
増進等、MICEの振興
や持続可能な観光の
振興に要する費用に充
てるため。

観光資源の魅力向上
及び情報発信、旅行者
の受入環境の充実その
他の観光の振興を図る
施策に要する費用に充
てるため。

都市の魅力を高め、国
内外の人々の来訪及
び交流を促進するととも
に、観光の振興を図る
施策に要する費用に充
てるため。

ニセコ町の優れた景観
と環境を保全し、安全
で心豊かに過ごすこと
ができる癒しのリゾート
地としての魅力を高め
るとともに、町民生活と
調和した持続可能な観
光の振興を図る施策に
要する費用に充てるた
め。

受入環境の整備、観光
資源の磨き上げ及び情
報発信の充実により、さ
らなる来訪者の増加を
図ることで新たなサービ
スを提供し、まちの魅力
を向上させ続ける好循
環を形成する費用に充
てるため。

観光資源の魅力向上
及び情報発信、旅行者
の受入環境の充実その
他の地域社会の発展に
寄与する持続的な観光
振興を図る施策に要す
る費用に充てるため。

68.9億円(R7予算) 19.8億円（平年度） 45.6億円（平年度） 7.2億円(平年度) 3.8億円(平年度) 15億円(平年度) 18.2億円(平年度) ３億円(平年度) 4.4億円（平年度） 1.6億円（平年度） 2.0億円（平年度） 6.0億円（平年度）

－ 1.5億円（平年度） 1.4億円（平年度） 43百万円（平年度） 30百万円（平年度） 1.3億円（平年度） 1.5億円（平年度） 20百万円（平年度） 20百万円（平年度） 10百万円（平年度） 5百万円（平年度） 30百万円（平年度）

納付額の2.5% 納期内完納額の2.5% 納期内納入額の2.5% 納期内納入額の2.5% 納期内完納額の2.5% 納期内納入額の2.5% 納期内納入額の2.5% 納期内納入額の2.5% 納期内納入額の2.5% 納期内納入額の5% 納期内納入額の2.5% 納期内納入額の2.5%

導入から5年間は＋0.5％ 導入から5年間は＋0.5％ 導入から5年間は＋0.5％ 導入から5年間は＋0.5％ 導入から5年間は＋0.5％
導入から5年間は＋0.5％

電子納付は＋0.5％
導入から5年間は＋0.5％

電子納付は＋0.5％
導入から5年間は＋0.5％

電子納付は＋0.5％
－ － － 導入から5年間は＋0.5％

100万円 － 200万円 100万円 － 200万円 200万円 200万円 50万円 － － －

－ － － － － － － － 1/2(50万円) － 1/1(～50万円）,1/2(50～100万円) 1/2(50万円)

－ － － － － － － － － ※導入支援交付金あり － －

－ － 217,534 58,831 47,687 － 52,655 9,952 48,209 77,519 － 440,088

－ － 150円 150円 150円 － 50円（150円から減額） 150円 150円 150円 － 150円

－ － 100円 100円 70円 － 50円 100円 30円 100円 － 150円

項　目

5～6千円未満
6～７千円未満
７～8千円未満

8～10千円未満

その他

2～3万円未満

3～5万円未満

5～10万円未満

10万円以上

納税義務者

徴収方法

免税点

５千円未満

ｼｽﾃﾑ改修
補助金

率(限度額)

特記

施行日(予定含む)

課税
客体

(宿泊行為)

旅館業法

住宅宿泊事業法

国家戦略特区民泊

課税標準

1～1.5万円未満

1.5～2万円未満

課税免除
(外国大使以外)

修学旅行等

その他

特別徴収
交付金

交付額

特例措置

上限額

見直し期間

見直し内容等

税収の使途・目的

日帰り

収入見込額

徴税費用見込額

入湯税

R5決算額(千円)

宿　泊

－2－



項　目

5～6千円未満
6～７千円未満
７～8千円未満

8～10千円未満

その他

2～3万円未満

3～5万円未満

5～10万円未満

10万円以上

納税義務者

徴収方法

免税点

５千円未満

ｼｽﾃﾑ改修
補助金

率(限度額)

特記

施行日(予定含む)

課税
客体

(宿泊行為)

旅館業法

住宅宿泊事業法

国家戦略特区民泊

課税標準

1～1.5万円未満

1.5～2万円未満

課税免除
(外国大使以外)

修学旅行等

その他

特別徴収
交付金

交付額

特例措置

上限額

見直し期間

見直し内容等

税収の使途・目的

日帰り

収入見込額

徴税費用見込額

入湯税

R5決算額(千円)

宿　泊

13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

赤井川村 高山市 下呂市 松江市 宮城県 仙台市 広島県 札幌市 小樽市 釧路市 北見市 網走市 湯河原町（参考）
※条例案議決済

令和7年11月1日 令和7年10月1日 令和7年10月1日 令和7年12月1日 令和8年1月13日 令和8年1月13日 令和8年4月1日 令和8年4月1日 令和8年4月1日 令和8年4月1日 令和8年4月1日 令和8年4月1日 令和8年4月1日

○(旅館・ホテル・簡易宿所) ○(旅館・ホテル・簡易宿所) ○(旅館・ホテル・簡易宿所) ○(旅館・ホテル・簡易宿所) ○(旅館・ホテル・簡易宿所) ○(旅館・ホテル・簡易宿所) ○(旅館・ホテル・簡易宿所) ○(旅館・ホテル・簡易宿所) ○(旅館・ホテル・簡易宿所) ○(旅館・ホテル・簡易宿所) ○(旅館・ホテル・簡易宿所) ○(旅館・ホテル・簡易宿所) ○(旅館・ホテル・簡易宿所)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

× × × × ○ × × × × × × × ×

上記施設への宿泊数 上記施設への宿泊数 上記施設への宿泊数 上記施設への宿泊数 上記施設への宿泊数 上記施設への宿泊数 上記施設への宿泊数 上記施設への宿泊数 上記施設への宿泊数 上記施設への宿泊数 上記施設への宿泊数 上記施設への宿泊数 上記施設への宿泊数

上記施設への宿泊者 上記施設への宿泊者 上記施設への宿泊者 上記施設への宿泊者 上記施設への宿泊者 上記施設への宿泊者 上記施設への宿泊者 上記施設への宿泊者 上記施設への宿泊者 上記施設への宿泊者 上記施設への宿泊者 上記施設への宿泊者 上記施設への宿泊者

特別徴収 特別徴収 特別徴収 特別徴収 特別徴収 特別徴収 特別徴収 特別徴収 特別徴収 特別徴収 特別徴収 特別徴収 特別徴収

－ 100円 100円 － － － － 200円 200円 200円 200円 200円 300円
－ 100円 200円 200円 － － － 200円 200円 200円 200円 200円 300円
－ 100円 200円 200円 300円 200円（100円） 200円 200円 200円 200円 200円 200円 300円
－ 100円 200円 200円 300円 200円（100円） 200円 200円 200円 200円 200円 200円 300円

200円 100円 200円 200円 300円 200円（100円） 200円 200円 200円 200円 200円 200円 300円

200円 200円 200円 200円 300円 200円（100円） 200円 200円 200円 200円 200円 200円 300円

200円 200円 200円 200円 300円 200円（100円） 200円 200円 200円 200円 200円 200円 300円

500円 200円 200円 200円 300円 200円（100円） 200円 200円 200円 200円 200円 200円 300円

500円 300円 200円 200円 300円 200円（100円） 200円 200円 200円 200円 200円 200円 300円

500円 300円 200円 200円 300円 200円（100円） 200円 500円 200円 200円 200円 200円 500円

500円 300円 200円 200円 300円 200円（100円） 200円 500円 200円 200円 200円 200円 500円

－ － － － 仙台市は100円 (100円)は宮城県分 － － － － － － －

8千円未満 なし なし 5千円未満 6千円未満 6千円未満 6千円未満 なし なし なし なし なし なし

○ ○ ○ ○ ○（保育所等含む） ○（保育所等含む） ○ ○（保育所等含む） ○（保育所等含む） ○（保育所等含む） ○（保育所等含む） ○（保育所等含む） ○

－ 12歳未満 12歳未満,市長が認める者 － － － － － － － － － 12歳未満,公益上必要な者

条例施行後５年毎 条例施行後３年、その後５年毎 条例施行後３年、その後５年毎 条例施行後３年、その後５年毎 条例施行後３年、その後５年毎 条例施行後３年、その後５年毎 条例施行後５年毎 条例施行後５年毎 条例施行後５年毎 条例施行後５年毎 条例施行後５年毎 条例施行後５年毎 条例施行後３年、その後５年毎

－ － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － －

赤井川村の魅力を高
めるとともに観光の振
興を図る施策に要する
費用に充てるため。

飛騨高山の歴史や文
化、自然を享受すると
ともに、地域の人材・資
源・産業を有効に活用
できる観光の特徴を活
かした地域づくりを発
展させることで「国際観
光都市飛騨高山」の実
現に資する費用に充て
るため。

駅舎、景観整備など観
光客の受入環境の整
備充実をはじめ、観光
資源の魅力の増進、情
報発信、その他の地域
社会の発展に貢献す
る持続的な観光振興を
図る施策に要する費用
に充てるため。

観光戦略プランの「主
要事業」に掲げる事業
であって、来訪者の受
入環境・サービスの質
的向上を図る施策に要
する費用に充てるた
め。

宮城県の観光資源の
魅力の増進、旅行者の
受入れに必要な環境
の整備その他の観光
の振興を図る施策に要
する費用に充てるた
め。

観光資源の魅力向
上、旅行者の受入環
境の充実その他の交
流人口の拡大を図る施
策に要する費用に充て
るため。

地域資源の魅力向上
や受入環境の充実な
ど、旅行者の満足度や
利便性を高めるこ とな
どにより、観光の振興
を図る施策に要する費
用に充てるため。

札幌市が、国内外の旅
行者に選ばれる持続
可能な観光都市として
発展することを目的とし
て、都市の魅力を高
め、及び観光の振興を
図る施策に要する費用
に充てるため。

歴史遺産や個性ある
景観の保全、観光イン
フラの整備、受入環境
の整備、マーケティン
グ等に基づく観光戦略
策定とそれに基づく取
組、観光振興における
不測の事態や社会情
勢の変化等に対応す
るための基金への積立
てなど、小樽観光の振
興を図る施策に要する
費用 に充てるため。

観光資源の魅力向上
及び情報発信、旅行
者の受入れ環境の充
実その他持続可能な
観光の振興を図る施策
に要する費用に充てる
ため。

地域資源の魅力向
上、受入環境の充実
及び持続可能な観光
振興その他の地域社
会及び北見市経済の
発展に資する観光の
振興を図る施策に要す
る費用

地域資源の磨き上げと
魅力向上、持続可能な
観光地づくり及び受入
環境の充実その他の
地域社会及び網走市
経済の発展に資する
観光の振興を図る施策
に要する費用に充てる
ため。

観光資源の魅力向上
及び情報発信、旅行
者の受入環境の充実
により、豊かで活力ある
地域づくり、地域経済
の発展及び町民生活
の向上に寄与する持
続的な観光振興を図る
施策に要する費用に
充てるため。

0.4億円（平年度） 4.0億円（平年度） 2.0億円（平年度） 3.3億円（平年度） 12.5億円(平年度) 10.2億円(平年度) 23億円(平年度) 27.3億円(平年度) 2.2億円(平年度) 3.0億円(平年度) 1.4億円(平年度) 0.7億円(平年度) 1.8億円(平年度)

1.5百万円（平年度） 26百万円（平年度） 9.2百万円（平年度） 14百万円（平年度） 1.0億円（平年度） 0.8億円（平年度） 1.3億円(平年度) 1.8億円(平年度) 20百円(平年度) 20百円(平年度) 20百円(平年度) 3.2百万円(平年度) －

納期内完納額の2.5% 納期内納入額の3.0% 納期内納入額の2.5% 納期内納入額の2.5% 納期内納入額の2.5% 納期内納入額の2.5% 納期内納入額の2.5% 未定 未定 未定 未定 未定 納期内納入額の3.0%

－ － 導入から3年間は＋0.5％ 導入から3年間は＋0.5％
普及促進補助金(2.5%)を給付

導入から5年間は＋0.5％
電子納付は＋0.5％

※特例措置は宮城県と同様
観光振興協力金(2.5%)を給付 電子納付は＋0.5％ 未定 未定 未定 未定 未定 －

－ － － － － － 未定 未定 未定 未定 未定 －

－ 1/1(～100万円) 1/1 1/2(～25万円) 1/1(～150万円) 1/1(～150万円) 1/1(～200万円) 未定 未定 未定 未定 未定 1/1(～50万円)

－ － － 150万円超は要協議 150万円超は要協議 200万円超は要協議 未定 未定 未定 未定 未定 －

6,396 252,707 145,321 112,219 － 199,915 － 373,619 59,728 132,728 43,386 23,100 23,100

150円 150円 150円 150円 － 150円 － 150円 150円 250円（R7.4～300円） 150円 150円 150円

100円 150円 100円 150円 － 70円 － 100円 100円 90円 50円（貸室は100円） 150円 150円

－3－


